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ワ フーク ライ
バランス

私の

お子さまの生活リズムに合わせ
ながら「タイムリミット」があ
る中で仕事や体調を管理する大
変さを乗り切ってこられた松本
絵理子先生。研究生活とのバラ
ンスをどのようにとられてきた
のかを語っていただきました。

　日本心理学会の男女共同参画企
画に参加し，短い時間でしたが研
究者同士でワークライフについて
話し合う機会を得ることができま
した。参加前には，子育て期の方
が多いのではないかと思ってい
ましたが，実際には参加者のライ
フステージはさまざまでした。ど
のようにワークライフのバランス
を取れば良いかに対しては，異な
る世代・職種の研究者に共通する
関心事であると思います。この会
で先達のお話を伺え，若手世代の
方の感じている事などを知り得た
のは貴重な機会となりました。こ
れをきっかけに，一人の研究者の
ワークライフの例として，特に子
どもが小さい頃にどんなことに難
しさを感じてきたのかを振り返っ
てシェアしたいと思いました。こ
んな人もいるんだな，くらいで読
んでいただければ幸いです。
　我が家の構成は中学生になっ
た娘，同業者の夫，私の三人です。
職場には子育て中の研究者も居り，
比較的理解を得られやすい環境で
す。しかし，それでも大学教員と
しての仕事と研究を進める上で
“大変だ…”と思うことは多々あり
ます。その中でも特に負担が大き
かったのは，時間，体調，出張です。
　日常的には，常に時間が足りな

いことがまずは問題です。もちろ
ん忙しく時間が足りないのはどの
ような状況の方でも共通である
と思います。ただ，子育て中の場
合は一日のリミットが明確で，と
もかく夕方までで一旦終わらせ
ないといけない状態が何年も続
く，という点が特徴的かもしれま
せん。このため夕方以降に開催さ
れるセミナーや会合などの参加は
難しかったですし，夕方に，調べ
ものや簡単な打ち合わせなど，少
しの“今，必須ではないこと”をす
る時間がバッサリなくなったのは
想像以上に痛手であったと思いま
す。さらに盲点であったのは，自
らの体調管理が必要ということで
した。特に赤ちゃん時代にはどう
しても夜中に何度も起きてしまう
ので，まとまった睡眠が取れず寝
不足が続いて体調維持が難しい時
期がありました。親子共々健康で
あるという前提でフルに回すつも
りでいると不測の事態に対応でき
ないため，マージンが必要である
ことを痛感しています。数年前ま
では授業開始直前に保育園や小学
校から電話がかかってきて1時間
以内に迎えに行かないといけない
などもよくありました。子どもが
0歳の頃には受診後そのまま入院，
ということもあり，病室のベンチ
で寝て，翌朝そこから授業に行っ
たこともありました。また，宿泊
を伴う出張をどうするかというこ
とも問題の一つでした。やむを得
ず子どもが小さいときには学会等
も子連れ参加をしていました。学
会の育児サービスを上手く利用で

きないときには，大会会場付近の
一時保育施設を検索し，アポイン
トの電話を沢山かけたこともあり
ました。ただ，徐々に日本心理学
会以外の学会でも育児室を設けて
下さるケースが増えていき，連れ
て行きやすい環境は年を追うごと
に整っていたように思います。特
に大学施設が会場の場合には，オ
ムツ替えや授乳スペースがないこ
とが多いため，学会のサポートに
よる育児室の設置やシッターサー
ビスには助けられました。学会参
加が難しい時期もあるかもしれ
ませんが，オンライン参加や育児
室・シッターサービスなどによっ
て，少しでもハードルが下がると
良いなと思います。最初の頃は会
場に子連れで行くことに気が引け
て，他の参加者の邪魔になってし
まうのではと不安ばかりでしたが，
良い意味でスルーしていただけた
り，子どもに話しかけて下さった
りで本当に案ずるより産むが易し
でした。また同じように子連れで
来られている研究者の方とも交流
できて，それも得難い機会となり
ました。
　“大変”の種類も量も多く，一つ
を乗り越えると次の壁がやって来
るような毎日ですが，それでも子
どもと共に歩むライフはやはり楽
しいですし，子どもの発達過程を
並走しながら見ることができて多
くの気付きもあります。子どもが
育つにつれて“大変”の内容は変
化していきますので，バランスの
微調整を繰り返していきたいと思
います。

結局， 何が大変？
男女共同参画推進委員会企画
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